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「広報・出版委員会」 

 

 

１．構成員 

１）委員 

井部俊子（委員長、聖路加看護大学） 

飯村直子（首都大学）、久米美代子（東京女子医科大学）、宮脇郁子（神戸大学）、 

山田雅子（聖路加看護大学 看護実践開発研究センター） 

 

２）協力者 

畠山小巻（聖路加看護大学事務局）、潮 洋子（日本看護系大学協議会事務局） 

 

２．趣旨 

 日本看護系大学協議会の活動を基盤として看護に関する情報を会員校ならびに社会に向けて広報す

ることで、看護学教育の発展を支える。 

 

３．活動経過 

23 年 3 月の東日本大震災の発生を受けて、ホームページ上に東日本大震災のページを整備し、会員校

間の情報共有の場として活用するとともに、看護学の立場から社会に向けた情報・知識の提供を行って

いる。また、社会に向けた広報力強化のため、課題であった英文ホームページの作成に着手し、23 年度

は、１）ＪＡＮＰＵとは、２）代表理事あいさつ、３）会員校一覧、４）東日本大震災関連の 4項目に

ついて英訳版を掲載した。あわせて日本看護系大学協議会リーフレットを新しく日本語・英語で作成し

た。 

＜日本看護系大学協議会ホームページへのアクセス数＞ 

（平成 23 年 5月 27 日～平成 24 年 3月 31 日） 

 「本会ホームページ」  40,350 回 

「看護職を目指す方へ」   3,705 回 

「大学・大学院で学びたい方へ」    1,133 回 

 

４．今後の課題 

１）社会に向けた広報戦略の検討と実施 

２）ホームページのさらなる充実 

 ・災害支援活動の交流の場の提供など 

 

５．資料 

「一般社団法人 日本看護系大学協議会」リーフレット 
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看
護
系
大
学
と
は
、
保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
の
国
家

試
験
受
験
資
格
を
取
得
さ
せ
得
る
四
年
制
大
学
及
び
省
庁
大

学
校
を
さ
し
て
い
ま
す
。（
定
款
第
７
条
）

　
本
法
人
の
目
的
に
賛
同
し
、
理
事
会
で
入
会
を
認
め
ら
れ

た
看
護
系
大
学
が
会
員
校
と
な
り
ま
す
。

　
会
員
校
の
看
護
系
学
部
・
学
科
・
専
攻
に
所
属
し
、
各
会

員
校
か
ら
代
表
と
し
て
推
薦
さ
れ
た
看
護
学
教
育
研
究
者
１

名
が
社
員
と
な
り
ま
す
。

　
本
法
人
は
、
社
員
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
組
織
と
し
て

は
社
員
総
会
、
理
事
会
、
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。
理
事
会
の

決
議
に
よ
っ
て
代
表
理
事
１
名
が
選
定
さ
れ
ま
す
。

日
本
看
護
系
大
学
協
議
会
の
会
員
校

日
本
看
護
系
大
学
協
議
会
の
組
織

　
日
本
看
護
系
大
学
協
議
会
は
、
19
74
年
に
６
校
の
大
学
教

員
有
志
に
よ
っ
て
発
足
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
わ
が
国

の
看
護
系
大
学
は
11
校
の
時
代
が
10
年
余
り
続
き
ま
し
た
。

看
護
師
等
の
人
材
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
な
ど
の
成
立

と
相
ま
っ
て
、
19
90
年
代
後
半
か
ら
看
護
系
大
学
が
増
加

し
、
20
11
年
度
に
は
会
員
校
が
20
0校
と
な
り
ま
し
た
。

　
日
本
看
護
系
大
学
協
議
会
は
、
こ
れ
ま
で
の
任
意
団
体
か

ら
、
20
10
年
に
一
般
社
団
法
人
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
法
人
は
、
看
護
学
高
等
教
育
機
関
相
互
の
連
携
と
教
育

に
よ
っ
て
、
看
護
学
教
育
の
充
実
・
発
展
及
び
学
術
研
究
の

水
準
の
向
上
を
図
り
、
よ
っ
て
人
々
の
健
康
と
福
祉
へ
貢
献

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。（
定
款
第
２
条
）

　
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
次
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

１
．
看
護
学
教
育
に
関
す
る
調
査
研
究

２
．
看
護
学
教
育
の
質
保
証
・
向
上

３
．
専
門
看
護
師
教
育
課
程
の
推
進

４
．
看
護
学
教
育
に
関
す
る
政
策
提
言

５
．
看
護
学
の
社
会
へ
の
啓
発
活
動

６
．
看
護
学
関
連
団
体
並
び
に
国
内
外
の
諸
機
関
と
の

相
互
連
携
及
び
協
力

７
．
そ
の
他
、
本
法
人
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必

要
な
事
業

　
20
11
年
３
月
11
日
に
発
生
し
ま
し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ

る
被
災
地
支
援
を
積
極
的
に
行
い
、
会
員
校
の
相
互
協
力
の

た
め
に
「
災
害
支
援
対
策
委
員
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

日
本
看
護
系
大
学
協
議
会
の
沿
革

日
本
看
護
系
大
学
協
議
会
の
目
的
と
事
業

　
現
在
、
看
護
学
教
育
は
、
学
部
教
育
は
も
と
よ
り
大
学
院

教
育
も
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
20
10
年
、
学
士

課
程
に
お
け
る
看
護
学
教
育
の
参
照
基
準
と
し
て
、“
コ
ア
と

な
る
看
護
実
践
能
力
”
と
“
卒
業
時
到
達
目
標
”
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
、
看
護
学
士
課
程
の
教
育
の
質
を
保
証
す
る

枠
組
み
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
第
２
次
大
学
院
教
育
振
興
施
策
要
項
（
平
成
23
年
８
月
）

で
は
、
大
学
院
教
育
の
実
質
化
の
強
化
を
基
本
に
、
国
内
外

の
多
様
な
社
会
へ
の
発
信
と
対
話
、
大
学
院
修
了
者
の
活
躍

の
視
点
を
重
視
し
た
大
学
院
教
育
の
質
の
保
証
・
向
上
の
た

め
の
施
策
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
各
大
学
で
は
将
来
を
見
据
え
、
次
世
代
の
看
護
実
践
者
な

ら
び
に
看
護
学
研
究
者
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
看
護
教
員
一
人
ひ
と
り
が
、
看
護
学

に
立
脚
し
た
教
育
の
原
点
に
立
ち
戻
り
、
看
護
学
と
し
て
の

自
律
性
そ
し
て
独
自
性
を
貫
く
教
育
の
枠
組
み
を
構
築
し
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

看
護
学
教
育
の
展
望
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